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こんにちは 松坂みち子 です

子
ど
も
た
ち
の
子
育
て
を
見
て
い

る
と
、
自
分
の
時
と
は
は
っ
き
り
違
っ

て
い
る
こ
と
の
一
つ
に
、
ベ
ビ
ー
パ

ウ
ダ
ー
を
使
わ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
な
ぜ
か
聞
い
て
も
「
今
は
使
わ

な
い
ん
だ
よ
」
の
一
言
で
お
し
ま
い
。

そ
の
答
え
が
、
６
月
３
日
付
の
し
ん

ぶ
ん
赤
旗
に
載
っ
て
い
ま
し
た
。

「
パ
ウ
ダ
ー
の
成
分
自
体

に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は

な
い
。
粉
が
汗
を
吸
っ
て

固
ま
り
、
皮
膚
に
残
る
と

そ
れ
が
逆
に
肌
へ
の
刺
激

な
る
。
パ
ウ
ダ
ー
が
肌
に

こ
び
り
つ
き
、
か
ぶ
れ
の

原
因
に
な
る
の
で
、
こ
こ

１
０
年
ほ
ど
は
使
わ
れ
な

く
な
っ
て
い
る
」
の
だ
そ

う
で
す
。
昔
は
何
の
疑
問

も
な
く
、
さ
ら
さ
ら
し
て
気
持
ち
い

い
と
思
っ
て
使
っ
て
い
た
の
で
す
け

ど
ね
。

記
事
に
よ
る
と
、
あ
せ
も
が
で
き

て
し
ま
っ
た
場
合
は
肌
を
清
潔
に
、

こ
ま
め
に
石
け
ん
で

洗
い
、
流
す
と
効
果

が
あ
る
と
の
こ
と
で

す
。
こ
ち
ら
は
昔
も

同
じ
で
し
た
ね
。

みち子のひとりごと

ベビーパウダー

国保料引き下げが実現！
2014年度国民健康保険料が、1人当たり2160円引き

下げられます。国保年金課から、次年度繰り越しとなる金

額のうち、国への返還金を差し引いた分の半分にあたる約

2億円を引き下げに使うとの説明がありました。

国保料は、「医療分」「後期高齢者支援金分」「介護分

（40才以上65歳未満）」という３種類の金額の合計です。

そしてそれぞれに、平等割額（1世帯当たり）、均等割額

（1人当たり）、所得割額があり、今回は、医療分の均等

割額が引き下げられました。

「高すぎる国保料を引き下げてほしい」という市民の声

がやっと届きました。日本共産党市議団も、みなさんと一

緒に、あるいは議会で、引き下げを求めてきました。求め

ていた1万円には届きませんが、引き下げは大歓迎です。

７０才～７４才の方へ
７０才～７４才の方の病院での窓口負担は１割（今年４月

以降７０才になった方は２割）です。しかし、１割（２割）

負担になるためには市（国保年金課保険給付班）から送られ

ている、「高齢受給者証」を保険証と一緒に見せる必要があ

ります。病院へ行くときに国保証だけでは、３割負担になり

ます。必ず「高齢受給者証」も持って行きましょう。

六
月
十
一
日
（
水
）
か
ら

六
月
議
会
が
始
ま
り
ま
す
。
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こんにちは加藤なおとです

以
前
に
も
紹
介
し
た
橋
本
市
の
電
動
車
い

す
の
支
給
を
め
ぐ
る
訴
訟
が
い
よ
い
よ
判
決

を
迎
え
る
。
原
告
の
上
田
新
さ
ん
が
橋
本
市

か
ら
電
動
車
い
す
の
支
給
決
定
を
一
旦
受
け

た
の
だ
が
、
の
ち
に
橋
本
市
が
操
作
能
力
に

欠
け
事
故
の
危
険
性
を
理
由
に
支
給
決
定
を

取
り
消
し
た
こ
と
か

ら
今
回
の
訴
訟
に
。

橋
本
市
が
取
消
し
の

理
由
と
し
た
「
他
者

へ
の
危
害
を
想
定
し

た
際
の
第
三
者
の
市

へ
の
責
任
追
及
」
の

可
能
性
な
ど
考
慮
さ
れ
る
べ
き
事
項
で
は
な

く
、
行
政
の
義
務
は
「
自
立
し
た
日
常
生
活

を
営
む
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
」
補
装
具
を

支
給
す
る
こ
と
。
障
害
者
権
利
条
約
を
批
准

し
た
日
本
で
障
害
の
な
い
他
の
者
と
の
平
等

を
実
現
す
る
た
め
に
も
上
田
さ
ん
に
と
っ
て

の
電
動
車
い
す
は
不
可
欠
の
補
装
具
だ
。

今
後
の
福
祉
行
政
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
の
判
決
は
７
月
１
１
日
（
金
）
午
後
１

時
か
ら
和
歌
山
地
裁
で
。
判
決
報
告
集
会
も

弁
護
士
会
館
で
続
い
て
行
わ
れ
る
。
ぜ
ひ
と

も
多
く
の
方
の
傍
聴
を
。

市民法律講座

遺産分割のトラブル解決法
6月20日（金）18：30～

ＪＲ和歌山駅西口新橘ビル６Ｆ

山﨑和友弁護士

ゆら・山﨑法律事務所

４３３－５５５１

「本当は死にたくなかった。
口には絶対出せんかったが」

元特攻隊員のお話

元特攻隊員・花道柳太郎氏のお話を

聞きました。

特攻隊といえば、志願し、1人乗り

の飛行機に片道の燃料だけを積んで敵

艦に体当たりをした、と思っていまし

た。しかし、単発機では相手に大きな

ダメージを与えられないと、大きな飛

行機での特攻作戦が行われたのだそう

です。花道氏が所属していた重爆撃機

隊の飛行第62戦隊に沖縄特攻作戦の

命令がおりたのです。「さくら弾機」

と呼ばれた重爆撃機の乗組員だった花

道氏は、特攻出撃の命令を受けました

が、出撃の前夜「さくら弾機」が焼か

れてしまいました。その後、代わりの

「ト号機」に乗り、3人の乗組員とと

もに出撃しましたが、天候不順で敵艦

を見つけられず、戻って次のチャンス

を待つことにしたそうです。

花見氏は言います。「私は特攻に志

願していない。命令で飛び立ったが、

生き残ることができた。戦後帰ってき

てすぐは後ろめたかったけど、生きて

るおかげでひ孫の顔も見ることができ

てありがたい。本当のことを言わなかっ

たら後の時代に伝わらない。今はでき
る限り伝えていこうとしている。」

参加費無料

事前予約不要


